
1

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

３

０

激

渋

抹

茶

餡

』

第

一

幕

：

新

作

発

表

！

(

東

京

都

内

の

片

隅

に

あ

る
『

た

い

焼

き

ト

ム

』
。

派

手

な

看

板

と

ア

メ

リ

カ

ン

な

装

飾

が

施

さ

れ

た

店

内

に

は

、

ユ

ニ

ー

ク

な

た

い

焼

き

が

ず

ら

り

と

並

ぶ)

ト

ム
「

オ

ッ

ケ

ー

、
み

ん

な

準

備

は

い

い

か

！
？

今

日

の

新

作

は…
…

こ

れ

だ

ッ

！

！

」

(

ト

ム

が

掲

げ

た

の

は

、
普

通

の

た

い

焼

き

と

は

違

い

、
鮮

や

か

な

緑

色

を

帯

び

た

た

い

焼

き

！)

魚

住

「

え

、

こ

れ…
…

？

」

ト

ム
「

そ

の

名

も

、『

激

渋

抹

茶

餡

た

い

焼

き

』
！
！

お

茶

の

本

場

・
京

都

の

最

高

級

抹

茶

を

ふ

ん

だ

ん

に

使

い

、

と

に

か

く“

渋

さ”

を

追

求

し

た

た

い

焼

き

さ

！

」



2

魚

住
「

い

や

、
ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い…
…

渋

す

ぎ

る

た

い

焼

き

っ

て

誰

が

求

め

て

る

ん

で

す

か

！

？

」

ト

ム
「

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

魂

！

日

本

人

は

渋

い

も

の

が

好

き

な

ん

だ

ろ

う

？

な

ら

ば

、
俺

が

究

極

の

渋

み

を

た

い

焼

き

で

表

現

す

る

の

が

筋

っ

て

も

ん

さ

！

」

(

魚

住

は

困

惑

し

な

が

ら

も

試

食

す

る)

魚

住
「…

…

！
？

な

に

こ

れ

、

渋

い

！

渋

す

ぎ

る

！

口

の

中

に

お

茶

の

苦

味

が

爆

発

し

て…
…

あ

れ

？

で

も

、

後

か

ら

く

る

甘

さ

が

絶

妙…
…

！

」

ト

ム
「

そ

う

だ

ろ

う

！
？

渋

み

と

甘

み

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

、

そ

れ

こ

そ

が

『

激

渋

抹

茶

餡

』

の

真

髄

だ

！

」

(

し

か

し

、

お

客

の

反

応

は…
…

？)

第

二

幕

：

衝

撃

の

味

、

飯

テ

ロ

炸

裂

！



3

(

店

の

外

に

は

、
試

食

を

求

め

て

集

ま

る

客

た

ち

が

並

び

始

め

る)
お

客

１

「

新

作

っ

て

ど

ん

な

味

？

」

お

客

２

「

抹

茶

っ

て

こ

と

は

、

和

風

ス

イ

ー

ツ

っ

て

感

じ

か

な

？

」

(

試

食

が

始

ま

る

と

、

店

内

は

騒

然

と

な

る

！)

お

客

３

「…
…

ッ

ッ

ッ

！

！

！

？

？

し

、

渋

い

ぃ

ぃ

ぃ

ぃ

ぃ

！

！

！

」

お

客

４
「

う

わ

ぁ

ぁ

ぁ

、
舌

が

し

び

れ

る

ぅ

ぅ

！
！

で

も…
…

で

も

、

な

ん

か

ク

セ

に

な

る

！

！

」

(

あ

る

者

は

悶

絶

し

、
あ

る

者

は

恍

惚

と

し

た

表

情

で

目

を

閉

じ

る)

(

老

紳

士

が

一

口

食

べ

る

と

、

背

筋

を

伸

ば

し

、

し

み

じ

み

と

語

る)

老

紳

士

「

こ

の

渋

み…
…

こ

れ

は

、

ま

る

で

禅

の

境

地…
…

！

」
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女

子

高

生

１

「

ち

ょ

っ

と

こ

れ

、

す

ご

く

な

い

！

？

イ

ン

ス

タ

映

え

す

る

し

！

」

女

子

高

生

２
「#

激

渋

#

た

い

焼

き

#

修

行

の

味

っ

て

タ

グ

つ

け

よ

！

」
(

次

第

に

評

判

は

S
N
S

で

拡

散

さ

れ

、

行

列

は

さ

ら

に

長

く

な

っ

て

い

く)

第

三

幕

：

ラ

イ

バ

ル

現

る

！

(

そ

ん

な

中

、

店

の

前

に

不

気

味

な

影

が

現

れ

る)？

？

？

「…
…

ほ

う

、

貴

様

が“

激

渋

抹

茶”

を

掲

げ

る

と

は

な…
…

」

(

現

れ

た

の

は

、
黒

い

着

物

を

ま

と

っ

た

男

。
そ

の

手

に

は

、

抹

茶

の

茶

筅

が

握

ら

れ

て

い

る)

ト

ム

「

お

お

っ

、

な

ん

だ

か

す

ご

い

ヤ

ツ

が

来

た

な

！

」
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魚

住
「

え

、
誰

！
？

て

い

う

か

、
そ

の

雰

囲

気

な

に

！

？

」

謎

の

男

「

名

乗

る

ほ

ど

の

者

で

は

な

い…
…

た

だ

、

抹

茶

を

極

め

し

者…
…

」

(

男

は

懐

か

ら

一

振

り

の

茶

葉

を

取

り

出

し

、
香

り

を

嗅

ぐ)

謎

の

男

「

貴

様

の

抹

茶

、

確

か

に

渋

い…
…

だ

が

、

本

当

の

渋

み

と

は

、

そ

ん

な

も

の

で

は

な

い

！

」

(

観

客

が

ど

よ

め

く)

観

客

１

「

ま

、

ま

さ

か…
…

伝

説

の

抹

茶

職

人

！

？

」

観

客

２
「

黄

泉

の

深

緑

を

操

る

男…
…

“

抹

茶

の

亡

霊”

と

も

呼

ば

れ

る

存

在…
…

」

(

ト

ム

は

に

や

り

と

笑

い

、

拳

を

握

る)
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ト

ム
「

面

白

い

じ

ゃ

ね

ぇ

か

！

な

ら

ば

勝

負

だ

、

ど

っ

ち

が

よ

り

渋

い

た

い

焼

き

を

作

れ

る

か…
…

！

！

」

第

四

幕

：

た

い

焼

き

対

決

開

幕

！

(

特

設

会

場

が

作

ら

れ

、
勝

負

は

公

式

戦

へ

と

発

展

す

る)

(

審

査

員

は

抹

茶

の

大

家

、

ス

イ

ー

ツ

評

論

家

、

そ

し

て

外

国

人

観

光

客

と

い

う

異

色

の

組

み

合

わ

せ

！)

司

会

者

「

ル

ー

ル

は

シ

ン

プ

ル

！

よ

り

渋

く

、

そ

れ

で

い

て

旨

い

た

い

焼

き

を

作

れ

！

！

」

(

ト

ム

は

豪

快

に

茶

葉

を

振

り

、

強

火

で

炙

る)

ト

ム

「“

焙

煎

抹

茶”

を

使

っ

た

濃

厚

な

渋

み…
…

そ

こ

に

隠

し

味

の

黒

蜜

を

加

え

て

、

甘

さ

の

カ

ウ

ン

タ

ー

パ

ン

チ

を

仕

込

む

！

」
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(

対

す

る

謎

の

男

は

、
茶

室

の

ご

と

く

静

か

に

た

い

焼

き

を

焼

く)
謎

の

男

「“
静

寂

の

抹

茶”…
…

五

年

間

熟

成

さ

せ

た

秘

蔵

の

茶

葉

を

使

い

、

極

限

ま

で

繊

細

な

渋

み

を

引

き

出

す…
…

」

(

観

客

た

ち

は

息

を

の

む)

(

そ

し

て

、

つ

い

に

試

食

の

時…
…

！)

第

五

幕

：

伝

説

の

た

い

焼

き

決

戦

！

(

決

戦

の

舞

台

は

特

設

ス

テ

ー

ジ

。
屋

台

風

の

セ

ッ

ト

が

組

ま

れ

、

観

客

が

熱

狂

的

に

応

援

し

て

い

る

。

実

況

席

に

は

有

名

な

フ

ー

ド

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

茶

道

の

大

家

が

並

ぶ)

実

況

「

さ

あ

、

つ

い

に

こ

の

時

が

や

っ

て

き

ま

し

た

！

日

本

一

、

い

や

、

世

界

一

渋

い

た

い

焼

き

を

決

め

る

激

闘

！
果

た

し

て

勝

つ

の

は

、
『

た

い

焼

き

ト

ム

』
の

店

主

ト

ム

か

！
？

そ

れ

と

も

、

『

黄

泉

の

深

緑

』

を

操

る

謎

の

男

か

！

？

」
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(

審

査

員

席

に

は

ス

イ

ー

ツ

評

論

家

、

抹

茶

職

人

、

そ

し

て

ま

さ

か

の

外

国

人

観

光

客)
審

査

員

１

（

ス

イ

ー

ツ

評

論

家

）

「

私

は

和

菓

子

を

食

べ

尽

く

し

て

き

た

が

、

こ

こ

ま

で

渋

み

が

極

ま

っ

た

戦

い

は

見

た

こ

と

が

な

い

！

」

審

査

員

２

（

抹

茶

職

人

）

「

茶

葉

の

質

、

点

て

方

、

餡

と

の

バ

ラ

ン

ス…
…

す

べ

て

が

試

さ

れ

る

！

」

審

査

員

３

（

外

国

人

観

光

客

）

「

オ

ウ

、

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

・
タ

イ

ヤ

キ

・
バ

ト

ル…
…

ワ

ク

ワ

ク

シ

マ

ス

ネ

！

」

(

ト

ム

は

力

強

く

腕

を

組

み

、
謎

の

男

は

静

か

に

茶

葉

を

撫

で

る)

ト

ム

「

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

魂

、

見

せ

て

や

る

ぜ

！

」

謎

の

男

「

渋

み

と

は

、

人

生…
…

極

め

た

者

だ

け

が

味

わ

え

る

境

地…
…

」
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(

司

会

者

が

開

戦

の

ゴ

ン

グ

を

鳴

ら

す

！)

(
両

者

、
目

に

も

止

ま

ら

ぬ

速

さ

で

抹

茶

を

点

て

る

！

ト

ム

は

大

胆

に

、

謎

の

男

は

流

れ

る

よ

う

に

優

雅

に)

(

ト

ム

の

た

い

焼

き

：
大

胆

な

渋

み

と

甘

み

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

！

か

ぶ

り

つ

い

た

瞬

間

、

口

の

中

に

激

し

い

抹

茶

の

波

が

押

し

寄

せ

る

！)

観

客

１

「

う

わ

ぁ

ぁ

！

渋

い

！

で

も…
…

こ

の

後

の

甘

さ

が

絶

妙

す

ぎ

る

！

」

(

謎

の

男

の

た

い

焼

き

：

一

見

シ

ン

プ

ル

だ

が

、

食

べ

た

瞬

間

に

舌

の

奥

で

広

が

る

奥

深

い

渋

み

！

ま

る

で

茶

室

に

迷

い

込

ん

だ

か

の

よ

う

な

余

韻

！)

観

客

２

「

静

か

な

る

衝

撃…
…

こ

れ

が

本

物

の

抹

茶

の

力…
…

」

(

審

査

員

た

ち

は

一

口

ず

つ

食

べ

、

目

を

閉

じ

、

し

ば

し

沈

黙)
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(

そ

の

沈

黙

の

長

さ

が

、
ど

れ

ほ

ど

の

究

極

の

味

か

を

物

語

る)
審

査

員

１

「

こ

、

こ

れ

は…
…

」

審

査

員

２

「

ど

ち

ら

も…
…

凄

ま

じ

い…
…

！

」

(

そ

し

て…
…

)

審

査

員

３

「…
…

引

き

分

け

デ

ス

！

」
(

観

客
「

オ

オ

オ

オ

オ

ォ

ォ

ォ

ー

ー

ー

ッ

！
！
」)

(

会

場

が

大

歓

声

に

包

ま

れ

る)

謎

の

男

「…
…

フ

ッ

、

こ

れ

ほ

ど

の

た

い

焼

き

に

出

会

え

る

と

は

な

」

(

謎

の

男

は

静

か

に

去

っ

て

い

く)

魚

住

「

な

ん

だ

っ

た

ん

で

す

か

ね

、

あ

の

人…
…

」

ト

ム

「

さ

あ

な…
…

で

も

い

い

さ

！

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

は

、

ま

だ

ま

だ

進

化

す

る

ぜ

！

」
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(

店

へ

帰

る

ト

ム

と

魚

住

。
そ

の

後

ろ

に

は

、
激

渋

抹

茶

餡

た

い

焼

き

を

求

め

る

行

列

が

続

い

て

い

た—
—

)

終

わ

り



第

一

幕

：

新

作

発

表

！

（

約
15

分

）




ト

ム

の

新

作

た

い

焼

き

発

表



魚

住

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン



味

の

説

明

と

コ

ン

セ

プ

ト

紹

介



客

の

反

応

へ

の

期

待

感

を

煽

る



第

二

幕

：
衝

撃

の

味

、
飯

テ

ロ

炸

裂

！
（

約

20

分

）


試

食

開

始

、

大

袈

裟

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン



お

客

の

多

様

な

感

想
（

悶

絶

・
感

動

・
イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー

の

拡

散

）



行

列

が

伸

び

、

評

判

が

広

が

る
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

第

三

幕

：

ラ

イ

バ

ル

現

る

！

（

約

15

分

）




伝

説

の

抹

茶

職

人

登

場


キ

ャ

ラ

の

魅

力

を

深

掘

り
（

背

景

・
渋

み

へ

の

こ

だ

わ

り

）



対

決

宣

言

、

観

客

の

盛

り

上

が

り



第

四

幕

：

た

い

焼

き

対

決

開

幕

！

（

約

20

分

）




対

決

の

ル

ー

ル

説

明



た

い

焼

き

作

り

の

過

程

（

技

術

・

食

材

・

心

理

戦

）



両

者

の

戦

略

の

違

い

を

明

確

に

す

る



仕

上

げ

、

試

食

前

の

緊

張

感



第

五

幕

：

決

着

と

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

（

約

20

分

以

上

）




審

査

員

の

試

食

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

細

か

く

描

写



勝

敗

が

決

ま

る
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

そ

れ

ぞ

れ

の

キ

ャ

ラ

の

成

長

や

結

末



最

後

の

オ

チ

、

エ

ピ

ロ

ー

グ
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